
公益財団法人北海道農業公社 
平成２６年度 第１回入札監視委員会審議概要 

 

開催日  平成２６年４月２４日（木） 

場 所  公益財団法人北海道農業公社 ５階会議室 

委員長  伊藤 隆道 （弁護士） 

委 員  太田 武司 （公認会計士、税理士） 

委 員  長澤 徹明 （北海道大学名誉教授） 

議事等 

１ 報告事項 

（１）平成２５年度入札結果に関する状況について 

（２）平成２５年度下期（１０月～３月）入札結果に関する抽出案件について 

２ 審議事項 

（１）平成２５年度下期（１０月～３月）に関する抽出案件の審議について【総件数６件】 

○建設工事【制限付一般競争入札】 

ア 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業） 豊頃地区 第２工区 

イ 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業） 計根別東西部地区 第５２工区 

 ウ 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業） 西春別第２地区 第５３工区 

○建設工事【工事希望型指名競争入札】 

ア 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業） 豊頃地区 第３工区 

○建設工事【指名競争入札】 

ア 公社営農場リース事業 ２５浜中地区 第２工区 

○委託業務【指名競争入札】 

ア 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業）計根別東西部地区 第４委託 



【審議概要】 
委員からの意見・質問等、それに対する回答・説明等の概要は次のとおり。 

委員からの意見・質問等 回答・説明等 

○制限付一般競争入札 
・ 入札参加資格の設定に当たっては、競争

性の確保及び地域性を考慮の上、応札可能

者数を確保しているとの説明があったが、

その際の地域要件等の設定の考え方を確認

したい。 
 
 
 
 
 
・ 本工区においては、入札の参加申請して

いた６者のうち４者が設計図書等閲覧期間

中に入札を辞退している。何か事情等があ

るのか。 
 
 
 
 
・ 入札参加資格要件である地域要件につい

ては、地域の活性化・振興に配慮しようと

いうような考え方はあるのか。 
 
 
 
 
・ 審議資料の競争入札審査委員会審議資

料・資格審査表に「企業評点」の項目があ

るが、審査等にどの程度反映されているも

のなのか。 
 
 
 
 
 
 
・ 入札に参加する者に必要な資格として、

「本工事と同種で、かつ、おおむね同規模

と認められる工事を元請として施工した実

績を有すること。」という要件がある。しか

し、本工区の受注者が申請している類似工

事実績は本工事と違う種類のものと思われ

る。本工区における同種工事の考え方につ

いて確認したい。 

 
・ 制限付一般競争入札については、地域要

件などを設定した上で、応札可能者数が原

則２０者以上となるよう努めております

が、地域要件を振興局範囲で設定した場合、

発注工事の種類、発注支所の地域状況等に

よっては競争性が確保できないこともあ

り、その場合は地域要件を振興局範囲から

道内範囲に広げて要件設定を行うこともあ

ります。 
 
・ 入札を辞退した４者の辞退理由は、申請

者の積算金額が事前公表している予定価格

に収まらない、工期内に工事を完了させる

ことが困難であるといったものです。入札

参加申請者が設計図書等を閲覧し、工事の

実施に向け検討した上での入札辞退と思わ

れます。 

 

・ 地域要件の設定に当たっては、契約の適

正な履行及び競争性を確保できる範囲内に

おいて、一定地域内に主たる営業所を有す

ることを基本としていますので、結果とし

て、地域の活性化等の考えも地域要件の設

定に含まれるものではないかと思います。

 

・ 企業評点は企業が健全な経営活動を行っ

ているかなど、信用調査会社が第３者機関

として評価しているものです。 
企業評点等により信用度の低下が見受け

られる場合については、民事再生法等の申

請がなされていないかどうかの確認を行う

ことがありますが、この信用調査の数値等

をもって、入札への参加を制限するような

ことはしておりません。 

 

・ 本工区については、入札説明書別記に記

載があるとおり、本工事の粗飼料調整貯蔵

施設の他、家畜排せつ物処理施設や土木工

事に係るコンクリート構造物の施工実績に

ついても、本工事の同種工事として取扱っ

ております。 
 
 



委員からの意見・質問等 回答・説明等 

○工事希望型指名競争入札 

・ 工事希望型指名競争入札については、入

札参加希望者に技術提案書の提出を求めて

いるが、この技術提案書の記載内容等は当

該工事に対しどのような影響を与えるの

か。 

 

 

○指名競争入札（委託業務） 
・ 本委託業務については、指名選考基準の

ＡからＤまでの選考過程を得て、８者を選

定しているとのことであるが、委託業務に

おける指名業者数はどの程度を目安として

いるのか。 
 
・ 先ほどの建設工事における指名競争入札

では指名選考基準のＡからＣまでの選考過

程を得て５者を選定し、更に＋ｄ１基準に

おいて６者の選定を行い、併せて１１者の

指名業者数となっている。この取扱いの違

いについて確認したい。 
 
 
 
 
 
 

・ 技術提案書については、入札参加希望者

の当該工事に対する技術的適性等を把握す

るために提出を求めております。 
また、本工事の実施に当たっては技術提

案書の記載内容に沿った対応等も求めてお

ります。 
 
 
・ 委託業務につきましては、原則７者以上

を指名選考しております。 
 
 
 
 
・ 先ほどの建設工事につきましても、指名

業者数の取扱いとしては原則７者以上を指

名選考することになっております。 
本工事の指名選考におきましては、Ａか

らＣまでの指名選考基準で業者選定を行っ

たところ、指名業者数が７者に満たなかっ

たことから、＋ｄ１基準に該当する者を選

定したという経緯にあります。 
なお、＋ｄ１基準が６者となった理由に

つきましては、＋ｄ１基準を満たす者が６

者該当した結果となっております。 

注）一部重複する確認事項等については除くものとする。 

 

（２）平成２５年度入札契約制度に関する入札監視委員会の所管事務総括について 

【意見の具申又は勧告】 

公益財団法人北海道農業公社入札監視委員会の運営に関する事務処理要領第８に基づ

く「意見の具申又は勧告」に関し、平成２５年度の抽出案件に係る審議又は現地調査の

結果から、入札・契約手続の運用状況等について、適切を欠くなど是正すべきことはな

かったと判断する。 

【再苦情の処理】 

公益財団法人北海道農業公社入札監視委員会の運営に関する事務処理要領第９に基づ

く「再苦情の処理」に関し、平成２５年度の工事等における全案件について、再苦情の

申立てはなかった。 

 



３ 協議事項 

（１）平成２６年度入札監視委員会の活動方針について 

ア 平成２６年度建設工事・委託業務発注予定一覧 

イ 平成２６年度建設工事発注予定概要 

ウ 平成２６年度委託業務発注予定概要 

エ 平成２６年度入札監視委員会の活動方針（案）について 

（２）その他 

【次回入札監視委員会の開催について】 

平成２６年度第２回入札監視委員会の開催は、平成２６年１０月２３日(木)公益財団法

人北海道農業公社５階会議室で午後１時３０分から行う。 


